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仲よく やりぬく たくましい子 
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「藤樹デー」で、中江藤樹の教えを学びました。 
 
梅雨の晴れ間となった６月１３日（金）は「藤樹デー」でした。全校の児童が中江藤樹の教

えを学びました。１年生から６年生が縦割り班になり、６年生がリーダーとなって、藤樹書院
や良知館、玉林寺墓所、藤樹神社、中江藤樹・たかしまミュージアムを訪れて、講話をいただ
きました。保護者の参加も多くあり、親子で学びを深めることができました。  
６年生は、総合的な学習で中江藤樹の生い立ちやその教え、地域へ与えた影響などを事前に学
習をして、各場所で低学年にクイズ形式で中江藤樹の教えを伝えました。上級生が下級生を思
いやる優しい気持ちが随所に現れていました。  
藤樹書院では、「家族を大切にすること」や「一生懸命に勉強すること」の大切さを話され

ました。書院には靴を脱いで上がりましたが、その時にきれいに靴が並べられていたことに感
心しました。良知館では、「五事を正す（貌言視聴思）」について話を聴き、改めて青柳小学
校で歌っている歌『貌言視聴思』の内容を確認することができました。王林寺には、中江藤樹
と母、三男の墓があります。普段は門が閉められていますが、今回は開門していただき、お参
りをすることができました。  
中江藤樹が祀られている藤樹神社では、大正時代に渋沢栄一の力添えがあって建立されたと

いういきさつについて講話をしていただきました。一万円札に載っている渋沢栄一と藤樹神社
の関係を知って、驚いている児童も居ました。そして、６月１日にリニューアルオープンした
ばかりの「中江藤樹・高島ミュージアム」にも行きました。低学年にもわかるように、中江藤
樹の人生についお話を聴かせていただきました。どこの場所でも子どもたちの「聴く姿勢」が
素晴らしいと感じました。  
ウォークラリーの後は、体育館で５年生企画による「藤樹かるた大会」  

が行われました。高学年は読み札の内容を学習しているので、意味を考え  
ながら取っている人もいました。「藤樹デー」の締めくくりとして、最後  
には全校生で歌『貌言視聴思』を歌いました。多くの保護者と共に中江藤  
樹の教えを学ぶことができた１日でした。  

６月７日（土）に、PTA 厚生委員会主催の環境整備作業が行われ
ました。保護者の皆様には、早朝より、お世話になり誠にありがと
うございました。数人の子どもたちも保護者と一緒に取り組んでく
れました。おかげさまで、運動場や遊具の周り、校舎周辺がとても
きれいになりました。子どもたちは気持ちよく、屋外の活動ができ
るようになりました。次回は９月２０日（土）です。ご協力、よろ
しくお願いいたします。  

多くの人に、お世話になりました。 

靴が揃えられた藤樹書院 

PTA環境整備作業 お世話になり、ありがとうございました   

「貌言視聴思」を歌う全校児童 王林寺墓所で話を聴く児童 白熱した藤樹かるた 中江藤樹について話す６年生 



 
 

はこぶね保育園では、花の日（６月第２日曜日）にまつわり、自然の恵みに感謝する活動をしておられます。 

６月１０日（火）には、年長組の子どもたちが、花束を学校に届けてくれました。玄関に飾らせていただきました。 

７月の行事予定 

７月  １日（火） 水泳教室②（B＆G高島）全学年 

     ３日（木） 水泳教室③（B＆G高島）全学年 

４日（金） 全校集会  クラブ活動  PTA正副委員長会・代議員会 

         ５日（土） 青柳コミュニティ活動 （ものづくり教室） 

         ７日（月） 避難訓練（不審者対応）                         

 ８日（火） 読み聞かせ    職員研修 （１３：１５下校）  

        １４日（月）個別懇談   （１３：１５下校） 

        １５日（火）個別懇談   （１３：１５下校） 

        １６日（水）個別懇談   （１３：１５下校） 

        １７日（木）個別懇談   （１３：１５下校） 

        １８日（金）１学期終業式 

※夏季休業は、７月２２日（火）～８月３１日（日）です。 

※２学期始業式は、９月１日（月）です。 

※給食は、９月２日（火）から始まります。 

和紙でランタンを 

創ります はこぶね保育園 

から頂きました 

４年生が「やまのこ」・「ホールの子」事業に参加しました 

  滋賀県内の小学生は、森林環境学習「やまのこ」、琵琶湖環境学習「うみのこ」、本格

的な音楽に触れる「ホールの子」事業に参加します。５月２６日（月）には、４年生が「くつ

きの森」で、森林散策と伐倒体験を行いました。森林に生息する植物や生き物に触れ、学

習を深めました。また、間伐の意義を学び、全員で力を合わせて作業に取り組めました。

６月２日（月）には、杉の葉を煮出した液で草木染め体験を行いました。杉の葉が布を赤

褐色に染める不思議な力に子どもたちは、驚いていました。 

  ６月５日（木）には、「ホールの子」事業で、琵琶湖ホールに出かけました。弦楽器、木

管楽器、金管楽器、打楽器、鍵盤楽器の紹介後、京都市交響楽団による演奏に子どもた

ちは魅了されていました。最後に、琵琶湖ホールに来場した小学生１１３８人が声楽家と

一緒に歌った「翼をください」は、大ホールいっぱいに響き渡り、感動的でした。 

 本物に触れる学習は、子どもたちにとって、忘れられない貴重なものになるでしょう。 

   

土中の様子を見る４年生 

イモリを観察する４年生 

ブックトークは、読み聞かせとは違い、絵本や本の一部を見せたり読み上げたりし

て、その本の魅力を伝えていくものです。本校でも、市立図書館にお世話になって、

ブックトークを６月６日（金）にしていただきました。３年生は「声をかける」、４年生は

「にている」、５年生は「短い時間、長い時間」、６年生は「出入り自由」というテーマ

で、本の紹介をしていただきました。子どもたちは、本の世界に引き込まれるように、

聴き入っていました。ブックトーク後は、持ってこられた本を各自が手に取って選書す

る姿が見られました。「読書は心の栄養」と言われています。子どもたちに本を読め

る幸せ感を味わってほしいです。 

ブックトークで、さらに本に関心が持てました！ 

ブックトーク後、 

本を手に取る６年生 

話を聴き入る３年生 


